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 １１月１４日（金）に藤間中学校を会場として、第２回算数・数学科授業研究

会（中学校・数学）が行われました。イノベーション人材育成教員の鴨田哲輝先

生による授業（単元名「平行と合同」）を基に事後研修会を行いました。 

 また、本研究会では、国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部学

力調査官(併)教育課程調査官学力調査官島尾裕介様にも授業参観をしていただ

き、その後、「全国学力・学習状況調査の課題を踏まえた学習指導の改善・充実」

と題してご講演をいただきました。 

 以下は、島尾先生の資料からの抜粋です。 

   
 

 

 

   
 

 

 

  
【研修者の感想】 

○ 角度を動かして見せることで興味関心を引き、考えたいと思えるような問題提示の方法は勉強になり

ました。また、ペア活動についても、何度も細かく周囲と確認することで、授業についていけない生徒

を減らし、安心して授業を受けることができるようになるのではないかと思いました。 

○ 条件を変えて図形を動かし前時の確認からこれはどうなる？と問題意識をもたせて入ったことが素晴

らしいと思いました。自分の言葉で説明できるか、何度もペアで確認しながら説明しあい、補助線をど

う生かしたか伝えるなど、活発な学び合いができていて参考になりました。 

○ 生徒が活発に意見を交わしている姿が印象的でした。生徒の説明に耳を傾けると「～だから～」と話

す生徒が多く、授業でも強調されていた「根拠を示して説明する」ことが徹底されていて、改めて自分

の言葉で伝える機会をつくる大切さを学びました。また、今回の授業は生徒の言葉で授業が展開されて

いたと思います。先生の発問で生徒の意見をつなげ、深い学びへとつなげることが大切だと感じたと同

時に、自分もできるように頑張ろうと思いました。板書も分かりやすく、困ったときに黒板を見ると思

考のヒントになっていました。私も分かりやすい板書を心がけたいです。 

第２回算数・数学科授業研究会（中学校・数学） 

児童生徒のつまずきはどこにあります

か？知識を個別に身につけさせるよう

な教え込みに近い指導をしていません

か？ 

児童生徒のつまずきから

授業を考え直してみませ

んか？ 

経験や体験を大切にする、視覚的に捉える、教科特有

の言葉を繰り返し使う、誤答を生かすなど、知識を使

って「話す」「聞く」「使いこなす」ことで、児童生徒

の思考力、判断力、表現力を育成していますか？ 

指示待ちではない、自

ら課題を見いだし動き

出す児童生徒の育成を

目指していますか？ 

「分かったつもり」を見逃して

いませんか？児童生徒の学力は

定着していますか？ 



 


